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第 1章 実 習 問 題 







                                                  
 
■ キーワード： 

































◇ 辞典・事典類（冊子体）から  




















































































































































があります。まずはキーワードに関する、以下の 3 種類の用語を探してみましょう。 
 








  複合語  




















































 データの範囲 検索方法 






























































































3．資料を探す                                









































































































図書  著者名. 書名. 版表示. 出版地, 出版年, ページ数. 


























































3.4 ツールで探す：図書・雑誌を OPAC で探す 
東北大学附属図書館 OPAC（URL：http://www.library.tohoku.ac.jp/opac/） 
 OPAC とは、Online Public Access Catalog の略です。東北大学が所蔵する資料のうち、
図書約 250 万冊・雑誌約 6 万 5 千種が検索できます。加えて、全国の大学図書館の所蔵状



































































































・キーワードとなる卖語を区切って入力すると、卖語間の AND 検索をします。 
タイトルが不明確な場合などに利用すると便利です。 




   例）「電気回路を＊」 
       →「電気回路を」で始まるタイトルがヒット 
     「偶然＊」 
       →「偶然」「偶然性」「偶然的」などの語を含むタイトルがヒット 
     「jour*  app*  phys*」 
       →「Journal of applied physics」などがヒット 





    例）「西沢」＝「西澤」 
 ・アルファベットは大文字・小文字のどちらでもよい。 
    例）「INFORMATION」＝「information」 
 ・ウムラウトなどの綴り字記号、アクセント記号はつけなくてもよい。 



















 「physic」で検索 → 「physics」はヒットしない（学内検索の場合はヒットするものもある。） 
 「physic*」で検索 → 「physic」「physics」「physical」などがヒットする 














































































































































































例）「 1 , 21 – 41 」 
「1巻と、21巻から41巻までを所蔵している」という意味です。 
 















































A  政治・法律・行政 Politics. Law. Administration 
B  議会資料 Parliamentary publications 
C  法令資料 Legal materials 
D  経済・産業 Economics. Industries 
E  社会・労働 Social affairs. Labor 
F  教育 Education 
G  歴史・地理 History. Geography 
H  哲学・宗教 Philosophy. Religion 
K  芸術・言語・文学 The Arts. Language. Literature 
M～S 科学技術 Science and technology 
U  学術一般・ジャ－ナリズム・図書館・書誌 






補足資料 2：日本十進分類法(NDC) (１次区分) 
 
 0 類．総記   
 1 類．哲学   
 2 類．歴史   
 3 類．社会科学  
 4 類．自然科学  
 5 類．技術   
 6 類．産業    
 7 類．芸術   
 8 類．言語   
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    解答．本館内の配架場所：             
















解答．配架場所：             











































図書  著者名. 書名. 版表示. 出版地, 出版年, ページ数. 











解答．学内検索：     件 










     
解答．    配架場所：             





































P.W. Atkins, R.S. Friedman, Molecular quantum mechanics, 3rd.Ed., New york, 























 雑誌                                 
 




解答．  東北大学所蔵：    あり or なし    















解答．              東北大学所蔵： あり or なし  
              所蔵している大学：             
雑誌名：                             















雑誌『大学の図書館』の 7巻 5号 
K. Barnham, J.L. Marques, J. Hassard and P. O’Brien, Quantum-dot concentrator 
and thermodynamic model for the global redshift. Appl. Phys. Lett.,  76 9 
(2000), pp. 1197–1199.  
ヒント！ 
ヒント！ 
たとえば所蔵巻号が 16(2-4)となっている場合、所蔵しているのは 16 巻の 2,3,4 号であり、


























































2.2 2 種類の雑誌 
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3． 論文を探す手順                                 
3.1 「論文情報の検索」と「所在の検索」 





























































東北大学附属図書館の OPAC で雑誌論文を探す際には注意が必要です。 
 




できないこと → 論文情報の検索  

















知識 人文社会編』『情報探索の基礎知識 自然科学編』参照） 
 































































































































































































○CiNii Articles から電子ジャーナルへのリンクの例 
 
 
※CiNii Articles は文献情報データベースと電子ジャーナルの両方の機能を持つサービ 







































































































































































































































































































◇料金：1枚 35～60 円程度のコピー料金＋郵送料 
  （学内の他キャンパスからだと 1 枚 20 円、送料は無料） 
◇日数：4～10 日 
◇雑誌だけでなく、図書の一部分のコピーも取り寄せ可能 



































































































※ 他の論文から引用されている回数。『Web of Science』や『CiNii Articles』（一部の
論文）では被引用数が表示されています。 
 
7．もっと便利に                              
7.1 その他のツール（データベース・ツールインデックス） 














 『電子ジャーナル／データベース リモートアクセス』 東北大学附属図書館  







第 3章 実 習 問 題 
 雑誌論文                                     
 







































電子ジャーナル 有・無 学内所蔵（冊子）有・無（配架場所：   ） 
 





















電子ジャーナル 有・無 学内所蔵（冊子）有・無（配架場所：   ） 
 
他大学所蔵   有・無 複写依頼をする   図書館で相談する 
 
 
















電子ジャーナル 有・無  学内所蔵（冊子）有・無（配架場所：   ） 
 


































（第 1章 1.3レポートの作成手順 より） 
 






































































































































左：朝日新聞社. “朝日新聞デジタル”. http://www.asahi.com/olympics/articles/TKY201309050019.html, (参照 2013-9-5). 






















形態/新聞名 朝日新聞 毎日新聞 読売新聞 河北新報 日本経済新聞 
本紙 過去 3 年分 過去 3 年分 過去 3 年分 過去 3 年分 過去 3 年分 












































































































































① ③：聞蔵 II ビジュアル for Library （①2013 年 9 月 8 日 ②1984 年 8 月 6 日 ③1935 年 2 月 6 日） 














例：2011 年 3 月 15 日 朝日新聞朝刊 1 ページ 
本紙（宮城・第 12 版） 本紙（東京・第 14 版）※最終版 
オンラインデータベース 
（東京・第 14 版） 












































   ・当日分の記事（※データベースによっては、当日分も掲載されている場合がある） 
    ・データベース化の許可がとれていない記事 
・広告やテレビ・ラジオ面 























例：聞蔵 II ビジュアル（朝日新聞記事データベース）  
1879 年（明治 12 年）の創刊号から今日までの 130 年を超える紙面から約 1300 万件の記
事が検索できる日本国内最大級の新聞記事データベースです。1945 年～1984 年の記事は紙











































聞蔵 II ビジュアル 
for Library  













































































加工のレベル 1 次統計 ：データの調査機関が作成した、オリジナルの統計。 
2 次統計 ：1 次統計を加工・編集したもの。 





メディア（媒体） 電子媒体 ：ウェブ、データベース、CD-ROM 等。 
紙媒体  ：印刷物。 
エリア 国内   ：政府（全国）、地方公共団体（地域）等。 



















































４．統計資料の探し方                             










ケース① 見出し：「高齢者 交通死増加：前年同期比 2 倍」 
よく読むと・・・ 昨年：5 名、 今年：10 名 （右図） 
→ 確かに倍増しているが、「急増」とは言えない。偶然とも考えられる。 
事故の原因・状況や 2011 年以前の件数等も確認が必要。 
 



















◆2 次統計（2 次資料） 



















   【例】・「e-Stat」（http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do） 


























































































































最低 1 回、何らかのスポーツを行ったと 
回答した人の割合（スポーツ行動者率） 
は、過去 25 年間で 1991 年の 78.0％を 
ピークに、2011 年まで低下し続けている 
（図１）。競技別にみると、団体で行うス 
ポーツは野球が 16.9％から 6.2％、バレー 
ボールが 12.4％から 3.5％と低下が著しい。 
（図 2） 






















A B C D
タイトル 
脚注 







1）高崎みどり. 大学生のための「論文」執筆の手引き. 秀和システム, 2010, 287p. 
2）国立国会図書館. "国内の統計を調べるには". リサーチ・ナビ. http://rnavi.ndl.go.jp/rese





第 4章 実 習 問 題 
 新聞記事                                     
 
問題１. フードロス（まだ食べられる食品が大量に捨てられている社会問題）に関する最 






















































(第 1 章 1.3 レポートの作成手順より) 
 











































































































































                                     
参考文献  








































（第 1章 1.3レポートの作成手順 より） 
 


































（第 1章 1.2レポートの構成 より） 
 
1.2 扱う問題と結論が対応しているか 
































































































































段落には 1 つの話題というルールを守ることを心がけましょう。 










































 パラグラフに必要なルールは次の 2 点です。 
 
① パラグラフは、1 つの話題（トピック）を説明した文の集まりである。 
② パラグラフは、原則として、1 つの要約文と複数の補足情報の文で構成する。 
 
 まず①ですが、これは「1 つの段落では 1 つの話題だけを扱う」ということです。つまり、
段落をパラグラフにするためには、それぞれの事実・データ・考察結果などを、1 つずつの
段落に分けることが必要なのです。アウトラインを組み立てる際にこれらをきちんと分け


































  次に、バロック時代の音楽についてみていきたいと思う。 
 
 良い例 
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第 6章 実 習 問 題 
 アウトライン                               
 















② 平成 12年度以降、全国で 35路線が廃線となった。 
③ 地方鉄道の 8割は経常収支で赤字となっている。 
④ 和歌山電鐵は「たま駅長」などで話題づくりをしている。 
⑤ 和歌山電鐵には地域住民を含めた運営委員会がある。 





















着眼点  ：和歌山電鐵の事例を中心に考える。 








■ タイトル：                                                              
 
■ 序論 
◇ 扱う問題：                                                            
 
◇ 問題意識：                                                            
 
◇ 着眼点：                                                             
 
 



















                                                                    
 






















                                               
                                               
                                               
                                               
                                               
                                               























（第 1章 1.3レポートの作成手順 より） 
１．文献から集めた素材を活用しよう                     
1.1 レポートの論述の基本形式 










   
 

























































④自説の仮想敵にする   
 














3．正しい引用とは～レポートや論文の基本ルール～              

































































1)酒井聡樹 . これからレポート・卒論を書く若者のために . 共立出版 , 














（例） ・ ○○ によると、    「▲▲▲▲▲▲」 である。 
・ ○○ は、        「▲▲▲▲▲▲」 だと述べている。 
     ・ ○○ は、        「▲▲▲▲▲▲」 だと指摘している。 






































1)中島隆信. 大相撲の経済学. 東洋経済新報社, 2003, p. 62. 







1)XXXX. YYYY. AAA出版社, 2002, p. 151. 
2)酒井治郎. 二一世紀初頭十年の大相撲 : 無気力相撲と不祥事・難題続出に寄せて.   






























































引用箇所の前後を 1 行空ける 






















1) 大相撲秋場所  国技館  連日の不入り  八百長、震災、不況… . 読売新聞 . 


































4．引用文献・参考文献リストの書き方                     

































1)中島隆信. 大相撲の経済学. 東洋経済新報社, 2003, p. 62. 
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1) 堂本暁子, 岩槻邦男編. 温暖化に追われる生き物たち. 東京, 築地書館, 1997, 421p. 
2) 宮本憲一. 環境問題と現代社会：維持可能な発展と日本の経験. 環境と生態系の社会学.  
岩波書店, 1996, p. 13-55. 



















（例）阿部兼也.▯魯迅の仙台時代.▯改訂版,▯仙台,▯東北大学出版会,▯1999,▯383p.       
（例）菊池勇夫,▯斎藤善之編.▯交流と環境.▯清文堂出版,▯2012,▯356p.,▯(講座東北の歴史  













（例）泉忠司.▯論文&レポートの書き方.▯青春出版社,▯2009,▯p.▯208.    ▯                                                       
（例）宮本憲一.▯“環境問題と現代社会：維持可能な発展と日本の経験”.▯環境と生態系    







①  雑誌論文 
 
 
（例） 田中耕一.▯構造解析のための MALDI-TOFMS.▯島津評論.▯1997,▯vol.▯54,▯   
   no.▯1,▯p.▯9-16.                                                            
・巻数と号数は、まとめて 54(1) のように記述してもかまいません。その場合、巻数がな
く号数のみの時は (1) のように記述します。 













（例）東北大学附属図書館.▯“東北大学生のための情報探索の基礎知識”.▯       
    http://www.library.tohoku.ac.jp/mylibrary/tutorial/,▯(参照 2013-11-4).       


































（例） 大相撲秋場所 国技館 連日の不入り 八百長、震災、不況….▯読売新聞.▯   
     2011-9-17,▯東京夕刊,▯p.▯13.▯ヨミダス歴史館,▯                




































（例）“相撲”.▯広辞苑.▯ 新村出編.▯第 6 版,▯岩波書店,▯2008,▯p.▯1523.            
（例）池田雅雄,▯向坂松彦.▯“相撲”.▯日本大百科全書(ニッポニカ).▯小学館.▯      






（例）“第 5 章▯第 1 節▯3 出生率(合計特殊出生率)”.▯厚生労働白書.▯       
    厚生労働省監修.▯平成 24 年版.▯日経印刷,▯2012,▯p.▯92-93.                                
（例）“男女,年齢,スポーツの種類別行動者率”.▯社会生活基本調査.▯総務省統計局.▯   
    平成 23 年版,▯http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=000001039113&cycode=0,▯   










1) 石黒圭. 論文・レポートの基本 : この 1 冊できちんと書ける!. 日本実業出版社, 2012,  
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2) 藤田節子. レポート・論文作成のための引用・参考文献の書き方. 日外アソシエーツ, 2009,  
p. 129.  





1) 藤田節子. レポート・論文作成のための引用・参考文献の書き方. 日外アソシエーツ, 2009,  
144p.  
2) 科学技術振興機構. “SIST02 参照文献の書き方”. SIST 科学技術情報流通技術基準. 
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会, 2009, 218p.  







第 7章 実 習 問 題 




① 酒井 1)は以下のように指摘している。 
 




























































































１．レポートを提出する前に                        

































































































       ↓                   ↓ 












       □着眼点 
□序論  ：□何を前にして（前提となる事実・先行研究の紹介、執筆動機） 
      □扱う問題（どういう問題に取り組むのか） 
      □問題意識（どうして取り組むのか、その問題を解決すると 
            どんな良いことがあるか） 
      □着眼点と着眼理由（解決の糸口） 
      □何をやるのか（取り組んだ問題を解決するためにやったこと） 
 □本論  ：□文献に基づく客観的事実 
       □自分の見解（主張）を論証・考察する 












































































         「説明=回答」になる場合、論の組み立ては丌要なこともある 
 □扱う話題に対する回答：説明がそのまま結論となる時もある 




























































A には B が必要であ
る。 
……。 








































































































  □「 」を用いて本文中に埋め込む 
  □引用文の前後を 1行空け、さらに左側に 2～4 文字分空白をとり、 






















1)酒井聡樹 . これからレポート・卒論を書く若者のために . 共立出版 , 




















































1）酒井聡樹. これからレポート・卒論を書く若者のために. 共立出版, 2007, 225p. 
 
■指定された形式に従い、文献リストを記述する。 


















































のうち最低 1 回、何らかのスポーツ 
を行ったと回答した人の割合（スポ 
ーツ行動者率）は、過去 25 年間で 













第 2章  実 習 問 題 （解答例） 
※解答は 2013 年 9 月時点のものです。  






    解答．本館内の配架場所：本館２F 学閲 等    







解答．配架場所： 工学分館 3F 和雑誌 等        
          資料番号： 03055002455 等         
 図書                                    
問題１．生殖医療または生命倫理に関する図書を集めたい。OPAC の学内検索と学外検索
の結果を比較する。それぞれ何件ヒットするか。 
      
解答．学内検索：例：313(複合語分解時 403)  件 






     
解答．    配架場所： 北青葉山分館 1階図書            
























P.W. Atkins, R.S. Friedman, Molecular quantum mechanics, 3rd.Ed., New york, 
Oxford Univ.Press, 1997, p.262. 




付録 実習問題 解答 











解答．  東北大学所蔵：    あり or ◈なし   
















解答．              東北大学所蔵： ◈あり or なし  
              所蔵している大学：             
雑誌名：  Applied Physics letters                         










K. Barnham, J.L. Marques, J. Hassard and P. O’Brien, Quantum-dot concentrator 
and thermodynamic model for the global redshift. Appl. Phys. Lett.,  76 9 
(2000), pp. 1197–1199.  
 











第 3章 実 習 問 題 （解答例） 
 
 雑誌論文                                     
 






























著者名 三宮 基裕, 井上 孝徳, 川崎 順子 




巻号数・ページ Vol. 12, p.31-38 
入手方法 
 
電子ジャーナル 有・無 学内所蔵（冊子）有・無（所在：     ） 

























巻号数・ページ No. 34, p. 51-106 
入手方法 
 
電子ジャーナル 有・無  学内所蔵（冊子） 有・無（所在：     ） 
他大学所蔵 有・無   複写依頼をする   図書館で相談する 
 
 











巻号数・ページ No. 79, p. 69-86 
入手方法 
 
電子ジャーナル 有・無 学内所蔵（冊子）有・無 （所在：本館 2 号館等） 
















第 4章 実 習 問 題 （解答例） 
 新聞記事                                             
 
問題１．フードロス（まだ食べられる食品が大量に捨てられている社会問題）に関する最 












発行日、朝夕刊、ページ等 2014 年 1 月 16 日、朝刊、北九・1 地方（※福岡県北九州地
域面）、25 ページ 
※2014 年 2 月 24 日現在のヒット数： 
「食品、廃棄」→53 件、「食品、ロス」→45 件、「食品、廃棄、支援」→11 件、 
「食品、廃棄、NPO」→7 件、「食品ロス」→4 件、「食品ロス、NPO」→ 0 件、「フ
ードロス」→0 件  
   ※類義語、上位語、下位語など、様々な言葉で検索してみるのがコツ。また、記事
中にある言葉を使って再検索すると、関連記事が見つかることも多い。（例：記事
中に表れた言葉「フードバンク」で再検索すると 15 件ヒットする） 
 





















第 6章 実 習 問 題 （解答例） 
 アウトライン                               
 















② 平成 12年度以降、全国で 35路線が廃線となった。 
③ 地方鉄道の 8割は経常収支で赤字となっている。 
④ 和歌山電鐵は「たま駅長」などで話題づくりをしている。 
⑤ 和歌山電鐵には地域住民を含めた運営委員会がある。 












回答欄 （記入例 ① → ② → ｜ ③ → ④ → ……） 
 
回答例 ① → ③ → ② → ｜ ④ → ⑦ → ⑤ → ｜ ⑧ → ⑭ → ｜ ⑥ → ⑬ → ⑮ 









着眼点  ：和歌山電鐵の事例を中心に考える。 








考える－                              
 
■ 序論 
◇ 扱う問題：八百長を排すると大相撲の文化が損なわれてしまうのか。                         
 
◇ 問題意識：八百長を排した上でスポーツとしての良さを高め発展できる。                     
 
◇ 着眼点：大相撲が複層的構造を持つという観点から考える。                    
 





















 大相撲は文化的要素もスポーツ的要素も複層的に含んだ存在であり、八百長を排して勝                           
 







































第 7章 実 習 問 題 （解答例） 




① 酒井 1)は以下のように指摘している。 
 















  つまり、誰もが知っている自然現象や一般常識については引用の必要がなく… 
 
（修正すべき点） 












































3) 石黒圭. 論文・レポートの基本:この 1 冊できちんと書ける!. 日本実業出版社, 2012, p. 
199． 
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付録 レポート作成例 
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